
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 資源循環工学研究領域 エネルギーシステム担当 

緩勾配水路における流れのエネルギーの 
発電変換法 

緩勾配の農業用水路を流れる水のエネルギーを、水路の流況へ大きく影響を及ぼすことなく、流
れを横断方向に回転する翼により電力に変換する装置を開発しました。 

 農業水利システムの重要な構成要素である農業用水路は全国で約40万km、基幹的な水路だ
けでも2万8千kmと膨大な延長です。この農業用水路にも水の流れのエネルギーは存在してい
ますが、落差を得ることが困難な緩勾配の水路ではこれまで利用されることはありませんでした 。 

研究のポイント 

本水車には、以下の特徴があります。 

 開発した並進翼水車は、翼が上下２カ所でチェーンに連結され、翼理論により流れに横断方向
に動き、チェーンは両端の回転軸に沿って移動します。この軸の回転力を増速機・発電機と繋い
で、電力に変換する機構です。翼は、長さ600mm、厚さ24mm、幅150mmで、ガラスクロスとエ
ポキシ樹脂の複合材料で製作しました。実証試験水路は、水路底幅3.75m、水路側壁上部幅
5.0m、水路側壁高1.9m、水路勾配1/1500の台形断面水路で行い、最大の発電出力は、ピッチ
角68.9°の時に1,500W、水車効率の最高値76%、発電効率最大値約52%を得ました。 
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